
この領域では、自分たちが生きている世界としての社会環境について、自然環境と人
間活動とのかかわりや人間活動の地球・地域環境への影響、あるいは、人と人とのか
かわりあいから生ずる社会環境の実態や諸問題などを研究課題としています。それら
について、多角的な観点から研究し、国際社会と地域社会が直面するさまざまな課題
の解決に有効な方策と望ましい社会像の構築に寄与することを目標にします。なお、こ
の領域は地域環境論と現代社会論の２つの分野からなります。前者は、地域という
ローカルで実践的な環境に焦点をあてて、循環型社会・持続可能な地域・観光まちづ
くりなどをキーワードとする教育・研究を行います。後者は、広義の環境を視野にいれ
て、社会構造、社会動態、多民族共生、農山村社会、福祉社会、世界経済体制、産業シ
ステムなど社会科学的な切り口から教育・研究を行います。

わたしたちは自然の中でヒトとして生きています。わたしたちの周りにある自然環境
は、少なくとも最初は与えられたもので、自分たちが創り出したものではありませんで
した。しかし、近年は、人間活動が自然環境に与える影響が大きく、地球温暖化や自然
災害の激甚化など、わたしたちの生存を脅かす問題にもつながってきています。この問
題の克服には、地球で起きている種々の現象のメカニズムを解明し、過去から現在に
わたる環境変遷史をもとに、将来を推測できるようにすることが求められています。こ
の領域では、自然環境の本来の姿を理解し、それに対して人間活動が与えている多様
な影響を評価・予測し、人間社会にとって真に豊かな環境を実現するための具体的な
方策を打ち立てていくことをめざします。

雪と雲：三態の水で覆われた
地球の自然

付

それぞれの地域に固有の歴史を背景に「衝突」と「対話」を繰り返す「文明」―その歴史と現況に
即して文明・文化の諸相を「総合科学」の手法を用いて解明する部門です。
地域を超える文明・文化の諸相と動態、並びに文化間の比較を研究課題とする文明史基礎研究と、
地域に固有の文化的特性に焦点を合わせ、広く地域文化を探究する地域研究の２領域から構成され、
人類の知的遺産をいかに伝えるべきかを追求します。

広島大学には、世界74ヵ国から来学した1950人の留
学生が学んでいます。このうち、総合科学研究科に129
名（大学院生90名、研究生39名）、総合科学部に50名

（学部生10名、研究生1名、特別聴講学生39名）の留学
生が在籍し勉学や研究に励んでいます。総合科学研究
科では台湾・輔仁大学外国語学部等と部局間協定を結
んでいます。
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　https://www.hiroshima-u.ac.jp/

海外での国際会議等で発表するための

学生主導によって行われる、異分野融合型プロ
ジェクトを推進するための研究費を支援します。

「文明」とは何でしょうか？ 何によって構成されているのでしょうか？ 民族、ジェンダー、
宗教、科学・技術、芸術、物質的生活様式から人間諸集団がもつ特有の文化的価値体
系、慣習まで……きわめて多様な要素をそこに発見することになるでしょう。また、グ
ローバル化が進む今日、文明間の複雑な相互作用や文明内の対立関係も無視できま
せん。さらに、それぞれの文明・文化には固有の歴史があり、現代のさまざまな課題も
その歴史に深く根ざしたかたちで発生していることに着目すれば、「文明史」はすぐれ
て現代的な課題をとりあつかう知の領域ということになります。この領域では、多角的
な視点から、「文明」のあり方を解明します。
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